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クァトロブーム　スペシャルゲスト対談
対談シリーズの第 2 弾は、日本の代表的な CM 監督として活躍している中島信也東北新社専務取締役をゲストにお

迎えしました。デジタル合成作品の先駆としてマンモスと原始人のコミカルな掛け合いが楽しい作品　「ハングリー」

シリーズが話題となりカンヌの映像グランプリを受賞した日清のカップヌードル CM をはじめ、シュワルツネッガー

のアリナミン V、小泉今日子など資生堂の歴代の女優が登場する CM や、サントリーの伊右衛門、最近ではデカプリ

オが登場し話題となったジムビーム「クールバーボン」等、ヒットメーカーとして、東北新社の専務となった今も現

場で指揮をとる現役 CM 監督です。クァトロブームでも実はピーマンとマーメイドが楽しい掛け合いをひろげる「て

なわん」編の監修や、マネキンが扮するクァトロブームのスタッフの「楽しさからはじまる思いやり」編では、声優

で 4 役もこなし、なんとエンディングのクァトロブームの輪唱も中島さんひとりの声の合成でした。

2013 年の eAT 金沢での出演を終え、小松空港の近くの料亭での対談実現となりました。テーマは「ブランドコミュ

ニケーションとエンターテインメント」です。( ※以下敬称略 )

中島信也プロフィール
なかしましんや● CM ディレクター 、株式会社東北新社 専務取

締役、eAT KANAZAWA 実行委員長。多数の CM の演出を手がけ

る 一方で東北新社専務取締役を務める。デジタル技術を駆使 し

た娯楽性の高い CM で数々の賞を受賞。代表作は日清カッ プヌー

ドル「hungry?」( カンヌ広告祭グランプリ )、サント リー「燃

焼系アミノ式「」伊右衛門」など。著書は、広告批評別 冊「あ

の CM の絵コンテ」中島信也 CM コンテ集、マドラ出版 他。受

賞作品は、カンヌ国際広告祭グランプリ、IBA2001 グ ランプリ、

アジアパシフィック広告祭グランプリ、ACC CM フェスティバ

ル 総務大臣賞、ACC グランプリ、ADC 賞 ADC グランプリ 他。

ク ァ ト ロ ブ ー ム の CM で は、 ピ ー マ ン と マ ー メ イ ド の ア

ニ メ CM や マ ネ キ ン の ス タ ッ フ 会 議 編 の 監 修 も 務 め た。

CM は見たくないのが当たり前、「見てもいいかな」という楽しさが必要

●中島 : 僕は福岡生まれの大阪育ちですけど、北陸は魚がおいしいですよね。お寿司とかいろいろ。

●村田 : 毎年、何度も金沢にいらっしゃっているんですよね。。

●中島 : 金沢工業大学の客員教授や、金沢市が主催している eAT 金沢の実行委員長もやらせていただいていて、昨日

も深夜まで参加者と夜塾があって、その後ゲストの人たちとも飲んでたんで、まだ胃腸が起きてないんですよ。( 笑 )

●村田 : 中島さんの CM 作品集拝見したときはびっくりしました。あれもこれも中島さんだったのかと、日清のカッ

プヌードルなんて相当インパクトありましたよね。

●中島 :CM ディレクターという職業なんで、確かにどれも僕がつくってるんですけど、それぞれ、元のアイデアを考

えている CM プランナーという職業の人がいて、その人のアイデアからイメージをふくらせて CM をつくってるんで

す。僕はもう 30 年やってるんです

けど、CM プランナーの人は、どう

しても 5 年くらいやると飽きられて

どんどん替わっていきますね。僕の

ような職人は替わらないないんです

けど。

CM プランナーは、電通とか博報堂

といった広告代理店の人がやる場合

が多いので、管理職になっていきま

すね。CD とか .....。

●村田 : CD ってチーフディレクター

ですか ?

●中島 : 広告業界では CD はクリエ

イティブディレクターの略です。広

告制作の現場責任者ですね。

CM デ ィ レ ク タ ー は、

何年たってもずっと現

場の人なんです

●村田 : 中島さんはいまお年は ?

●中島 :54 歳です。ムサビ ( 武蔵美術大学 ) を卒業して、そのままいまの東北新社に入って、いわゆる師匠について、

カバン持ちからはじめたというか、CM の作り方を学ぶわけです。師匠がいないと実際の作り方はわかりませんから。

●村田 : 広告業界の仕事の流れって、一般人には分かりにくいですね。

●中島 . いま僕が説明します。

( カバンから MacBook を取り出し起動中 )

●村田 : サントリーの伊右衛門の広告は、最初から関わってらっしゃるんですか ?
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●中島 : 発売からずっとです。

●村田 : やはり CM はある程度は同じ表現を続けるほうがいいんでしょうか ?

●中島 : やはり広告主さんとの作り方の関係性が固まってくれば、僕は続けたほうがいいと思いますよ。まず、僕の

場合は、広告主さんからのオリエンテーションをうけた CD( クリエィティブディレクター ) が CM プランナーと企画

の段階では、アイデアを考えて依頼主にプレゼンテーションするわけですね。CM の場合は、広告代理店が自社で作

るんじゃなくて、私たちのような制作会社に制作を依頼します。グラフィックは代理店が自社でつくることが多いで

すが。プロデューサーがいつまでに作るかといった納期や予算、作業スケジュール、そしてどうゆうスタッフで作る

かといった、とても大切な条件を決めたりしますが、そのスタッフ割をきめる核になるのが、僕の役割 (CM ディレクー )

なんですね。そして CM プランナーが考えたアイデアを、実際の映像に仕上げていくわけですね。

スタッフの中の核になる CM ディレクターが、スタッフの構成、カメラマンとか、照明とか、美術といった人材を選び、

撮影の本番では、役者さんに演出し、撮った映像の編集にも立会います。　実際の現場の役割分担は、ごちゃごちゃ

したイメージがありますけど、大規模な仕事は、会社ごとの住み分け、仕事の役割分担が決まっています。CM 監督、

ディレクターといった仕事は経験がモノをいうので、一人前になるには 10 年から 15 年くらいかかりますね。

●村田 : 建築設計等の業界で、上の世代が詰まっていて、なかなかチャンスが下の世代に回ってこないという話をき

きましたが、CM 業界もそうなんですか ?

●中島 : いや、確実に年をとるん

で順番に出番がまわってくると思

いますけど。CM 業界でも 60 代

の現役 CM 監督って 3 人くらい

しかいないんですよ。コピーライ

ターも 60 代はほとんどいません。

広告代理店だと CD になっちゃう

し。

●村田 : 友人が放送作家をやって

るんですが、最初は、役者さんの

セリフを考えたりから始まって、

短い番組を手がけたりしてから、

いまはシリーズものの台本の仕事

をしたりしていますが、放送業界

も同じような感じなんですか ?

●中島 : テレビの世界と CM の世

界はかなり違いますね。同じよう

でかなり違うんですよ。両方共テ

レビで見るんですけど。CM は現

場有りきで、CM ディレクターは、

常に撮影現場にいます。テレビ番

組の場合は、ディレクターは調

整室から指示をアシスタントディ

レクター (AD) に出すだけ。現場

では AD がスタッフに指示を出し

ます。CM はどちらかと言えば映画づくりに

近い。テレビのディレクターは、普通はプロ

デューサーになっていきますが、CM ディレ

クターの場合は、ずっとディレクターのまま

です。( 笑 )

コマーシャルが、市民権を得

るということ

●中島 : コマーシャルは大きくわけて二つあ

ると思います。ひとつは、せっぱ詰まったと

いうケース、今これを早急に知らせないとい

けないというもの。もうひとつはブランドイ

メージを定着させるために継続して市民権を

得ようとするもの。この二つは別に作るとい

うわけではないですが、クァトロブームさん

で言えば、新台入替とかリニューアルオープ

ンとか言う場合にも、日にちを告知するだけ

じゃなくて、ブランドイメージを伝えていか

なければいけないと思います。イメージを伝

えていくには、やはり制作者がコロコロ替わ

るようだと、市民権を得るところまではなか

なか行かないので、市民権を得た、( 新しいブランドイメージが伝ってきた ) と思ったら、制作者を替えずにじっく

りタッグを組んでやっていくほうが結局得です。全国レベルの広告を展開する企業も、広告のクリエイターはだいた

い決まっています。コロコロ替えたりしていません。サントリーやキリン、アサヒといった飲料メーカーも、どのク

リエィターが担当しているかは決まっている場合がほとんどです。いいクリエィターと出会ったら、やはり他社の広

告をつくられたら困りますから、手放しません。毎回ゼロから企業を理解してもらうというのは、たまにいい場合が

あるかもしれませんが、その会社の事が判るまでには時間がかかりますから、もうわかってるというところからスター

トするほうが、コスト的にも得なんじゃないでしょうか ? サントリーの伊右衛門は、新発売からずっと関わらせても

らっていますが、結局クライアント ( 広告主 ) さんにとっても得なんじゃないかと思います。

●村田 : 僕ら、パチンコの業界でも、CM はとりあえずインパクトのあるものを求めがちですが。

●中島 : 確かにインパクトも大切ですけど、インパクトというか印象的であることが大切だと思いますね。「CM は見

たくない」というのが、消費者の当たり前のスタンスですから、「見てもいい CM」をいかに作るかなんです。

　僕の仕事というのは、トータルの企業戦略がどうのとか、売上をいかに上げるかということ以前に、もちろん最終

的には、それを目指しているんですが、「あの CM 面白いね」とか、「あの会社って感じいい」とか思ってもらうこと

ですね。そこから、実際に商品を買う、買わないは別の要素が入ってきますから。

　例えば、おにぎりのカタチをした携帯電話があったとして、その場合はそれだけで面白くてみんなが買うからいい
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んですけど ( 笑 )、コマーシャルはおもしろいにこしたことはない。パチンコ店の場合は、中にある機械などは結局

同じだと思われがちなので、表現の中で、あそこが面白そうとか、道路走っていて、ああ、あそこでやってるんだな

と思い起こさせなければいけないわけです。そんな場合、やはりテレビが、一番広く、役割を果たせるんじゃないか

と思うんですけれども。

テレビの到達範囲はやはり広い、インターネットはまだまだ限定的

●村田 : 最近というか、続きは Web で、

みたいな広告がふえてきたような気がす

るんですけど。

●中島 :5 〜 6 年前からですかね。そうい

うスタイルが増えだしたのは。いまはそ

んなに言わなくても、インターネットやっ

てる人は、ほとんどテレビで CM 見ると

同時に、インターネットで調べたりしてい

ます。同時に使っているんですね。ただイ

ンターネットはまだまだ限定的です。イン

ターネットは、自分で能動的に調べないと

情報にいきあたりません。テレビはぼーっ

としていても、頭に刷り込まれます。パチ

ンコしない人にもブランドイメージが伝

わる。ぼーっと見てても、「ああ ! あれか」

となる。この差は埋まりません。全国ネッ

トで、テレビ CM が瞬時に一千万単位の

人に伝わるとしたら、インターネットはせ

いぜい百万〜二百万人といったレベルで

すね。一週間後に発売する商品とか、やは

りデレビのスピードとかターゲットの多

さにはかないません。テレビは確かに金が

かかりますが、かかるだけのことはある訳

ですね。携帯ゲームの会社も、やっぱり

テレビ CM の投下量がめちゃくちゃ多かっ

たりするわけです。インターネットだけで

は、ダイナミックな展開にはならないから

です。インターネットは興味がある人だけ

が見るものですが、テレビは興味がなくて

も見ている。イメージが本人も知らぬ間にできていたりする。

あと、地域のかかわりですね。インターネットは、一見地域密着のようですが、全国的というか、全世界的なものです。

エリアの特色をだせるものではありません。お店の地図等の情報を探すことはできますが、地域の人を対象にしてい

るというより見る人全部が対象ですから。

●村田 : 確かに、楽天とか AMAZON で買い物すると玄関まで届けてくれますから、すぐ近くにあるような利便性が

ありますが、全然どこにあるかも、どこから届いたのかも気にしないわけですよね。

●中島 : いま、地方のスーパーやコンビニが、家庭に商品を宅配するような時代ですから。

●村田 : 最近はコンピ二でも、生鮮売ってたり、お弁当や惣菜どころか、オムライスなどキッチンで調理までする店

もありますね。

●中島 : そうそう、クァトロブームさんも、エンターテインメントを宅配するということで、パチンコ台の宅配をし

たらいかがでしょうか ( 笑 )、いきたくてもお店に行けない人もいるでしょうし。

●村田 : いま一部の地域で無料の巡回バスをはじめたのも、そういうことに近いのかもしれませんが ....。 地域のお年

寄りがでかける足 ( 車 ) がないということで、買い物にも使っていただければいいと、社会貢献でもはじめたわけです。

遊びに出かけたくても、近くにバスも来ない人にとってはいいかなと。

●中島 : 大型トレーラーなら、10 台くらいいけるんじゃないですか。いっそ GARO 号とか .......。牙狼は東北新社で作っ

てます。イベント用の着ぐるみもタレントごと派遣してます。( 注、牙狼 GARO のコンテンツの制作および版権は㈱

東北新社が保有 )

●村田 : 残念ながら、パチンコ店の場合は、地域の公共施設、病院や学校からは、最低でも 100m は離れていないと

いけないという規制がありまして。呼ばれたからといって出かけたら、病院のど真ん中だったりとか ( 一同爆笑 )

もともとお店を作る側には、そういう発想はなかったでしょうから、そういう規制になっているんでしょうけど。こ

れからは、そういうことも変わっていくかもしれませんね。そういえば、明和電機の土佐社長にプロデュースしてい

ただいた CM に登場するクァトロボットをみて、福井出身の俳優津田寛治さんに、福井のテレビ局オリジナルドラマ

に起用していただいたんです。

●中島 : えっ、僕が手がけたサントリーのダカラという飲料の CM で、小便小僧の声優は津田寛治さんなんですよ。
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テレビだけじゃなく、スマホや PC でも映像を楽しめる時代

●村田 : 地方も地元のスーパーがなくなって、かわりにたくさんコンビニができたりとか、ずいぶん小売の環境が変

わってきましたね。

●中島 : 僕は食品スーパーの売り場が、歩くには面積が大きすぎるとおもいますけど。買い物するなら近くのコンビ

ニで十分。コンビニ併設のパチンコ店はありでしょうね。

●村田 : 福井、石川、富山の北陸三県に出店していますが、北陸の都市の中では、金沢市は昔から景観条例とか様々

な出店規制がたくさんありますね。なかなか新しい店舗をだせる場所がありません。文化へのこだわりというか、看

板の規制だけじゃなく建物の外観の色にも厳しい規制があります。

●中島 : 周りの建物になじんでいれば、それでいいように思いますけどね。東京では、新しい駅ができると、まず最

初にパチンコ店ができるというイメージがありますけど。それで次にコンビニとかいろいろできる。( 笑 )

●村田 : デジタル化で、いろんなモノの作り方が変わってきましたよね。設計図もメールに添付したファィルを開い

て見て、変更箇所をそのままファィルにかきこんで返信したりする。新聞広告や折り込みチラシといった印刷物も、

パソコンからプリンターの出力ですぐイメージがわかりますよね。パチンコ店の中にもサイネージシステムとか、デ

ジタルの映像を流す時代になりましたし。

●中島 : バーチャル化というかデジタル化が進めば進むほど、実際に体験できる現場の空気感というか、ブランディ

ングにおける店づくりの重要性が高まって来るんだと思います。僕のまわりでも、パチンコ好きな人はホント好きで

すからね。ちょっと時間あるとすぐいっちゃう。コマーシャルもテレビだけじゃなくて、インターネットで、PC や

スマートフォンでも楽しめますから、ぜひこの対談を読んでくれた方は、僕や土佐さんのつくったコマーシャル映像

やメーキング映像も楽しんで欲しいですね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 対談収録 2013 年 1 月 27 日　文責　( 有 ) 吉田一彦企画室 )

過去の作品は、右記 URL で御覧いただけます。http://quatro-boom.com/QB2/cm.html
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ピーマンとマーメイドの登場するア
ニメーションのアフレコ録音シー
ン。真ん中は、明和電機土佐社長。

マネキン編の撮影シーン、都内のス
タジオにて撮影。

マネキン編の声は、ひとりで 4 役
を中島さん自身が担当。


